
れ
た
。

　
（
五
八
・
四
％
）
、
「
港
湾
都
市
」

　
（
五
二
・
九
％
）
を
あ
げ
、
第
三
位

は
「
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
」

で
、
三
五
・
五
％
と
、
や
は
り
港

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

　
市
民
が
「
横
浜
」
と
い
う
都
市
を

ど
れ
だ
け
、
「
港
と
海
」
と
密
接
に

結
び
付
け
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
か

は
、
以
下
の
質
問
に
対
す
る
回
答
の

傾
向
に
も
現
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
「
横
浜
」
に
ふ
さ
わ
し

い
色
と
し
て
、
「
青
系
」
を
あ
げ
た

人
が
七
八
・
七
％
と
圧
倒
的
に
多
い

が
、
そ
の
中
で
八
割
以
上
の
人
が
、

港
と
海
に
関
連
し
た
も
の
か
ら
「
青

系
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
横
浜
ら
し
い
場
所
」
と

し
て
横
浜
市
外
の
人
に
紹
介
し
た
い

施
設
や
場
所
も
「
中
華
街
」
（
六
五
・

八
％
）
「
山
下
公
園
」
（
三
八
・
〇
％
）

　
「
三
渓
園
」
（
三
六
・
四
％
）
、
以
下

　
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
「
港
の

見
え
る
丘
公
園
」
「
山
手
地
区
」
「
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
」
「
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
」
と
臨
海
部
か
都
心
部

の
港
と
海
に
関
連
し
た
施
設
が
軒
並

み
上
位
を
占
め
て
い
る
の
だ
。

図‐１「横浜」に魅力を感じる程度
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「
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
」
と
は

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
は
、
横
浜
市

民
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
行
動
と
意

識
の
両
面
か
ら
と
ら
え
、
生
活
意
識

や
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
市
政
に
反

映
す
る
こ
と
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和

四
十
七
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　
本
年
は
、
経
年
的
項
目
に
加
え
て
、

特
集
と
し
て
「
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー

ジ
」
に
つ
い
て
の
質
問
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
喧

伝
さ
れ
て
い
る
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
に

対
し
て
、
実
際
に
こ
の
街
で
暮
ら
す

市
民
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
具

体
的
か
つ
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
や
都
市
づ
く
り
に
活
か
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
企
画
さ

「
港
」
と
「
海
」
が
横
浜
の
イ
メ
ー

ジ　
　
「
横
浜
」
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ

る
も
の
を
、
フ
リ
ー
ア
ン
サ
ー
で
、

三
つ
ま
で
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。
集
計

結
果
を
み
る
と
「
港
・
海
」
と
答
え

た
人
が
七
一
・
八
％
と
際
だ
っ
て
い

る
。
次
い
で
山
下
公
園
や
中
華
街
な

ど
の
観
光
関
連
の
地
名
や
施
設
を
挙

げ
た
人
が
四
二
・
九
％
。
以
下
、

　
「
丘
と
緑
」
、
「
国
際
都
市
」
、
「
商
業

都
市
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
連
し
た
回

答
が
続
く
が
、
三
位
以
下
は
い
ず
れ

も
一
割
以
下
の
比
率
に
な
っ
て
い

る
。
　
現
在
の
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
訪
ね
た
選
択
式
の
質
問
で

は
、
過
半
数
の
人
が
「
国
際
都
市
」

「
港
と
海
」
が
生
み
出
す
横
浜

の
魅
力

　
　
「
港
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
」
は

横
浜
に
「
魅
力
を
感
じ
る
」
こ
と
に

大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　
　
「
横
浜
に
魅
力
を
感
じ
る
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
九
割
を
超
え
る

市
民
が
何
ら
か
の
形
で
、
横
浜
に
対

し
て
、
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
答
え

て
い
る
が
、
魅
力
を
感
じ
る
点
と
し

て
は
、
「
海
や
港
が
身
近
に
あ
る
」

と
い
う
回
答
が
最
多
で
、
五
五
・

五
％
。
つ
い
で
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施

■
関
口
昌
幸

調
査
＆
政
策
研
究

市
民
が
抱
く
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

・
横
浜
市
民
意
識
調
査
よ
り

①



設
が
充
実
し
て
お
り
買
い
物
が
便
利

で
あ
る
。
」
「
国
際
的
な
雰
囲
気
が
あ

る
」
が
四
割
台
の
支
持
で
続
く
。

　
ま
た
「
港
」
を
身
近
に
感
じ
る
か

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
四
人
の
内

三
人
が
身
近
に
感
じ
る
と
答
え
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
横
浜
に
「
非
常
に

魅
力
を
感
じ
る
」
と
答
え
た
人
は
、

三
四
・
〇
％
と
「
港
を
身
近
に
感
じ

な
い
」
と
す
る
人
（
一
七
・
四
％
）

の
二
倍
近
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
に
よ
っ
て
、
明
確
な
都
市
イ

メ
ー
ジ
が
共
有
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
核

と
し
て
活
用
で
き
る
し
、
「
港
や
海
」

に
対
す
る
施
策
、
例
え
ば
港
湾
機
能

の
強
化
や
臨
海
部
の
商
業
観
光
開

発
、
海
岸
線
の
市
民
開
放
等
を
重
点

的
に
推
進
す
る
こ
と
が
横
浜
の
シ

テ
ィ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
確
立
す
る
こ

と
と
し
て
、
広
範
な
市
民
か
ら
の
支

持
や
協
力
が
得
ら
れ
や
す
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ジ
も
「
臨
海
都
心
部
」
へ
の
一
極
集

中
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
生
活

の
場
」
に
根
ざ
し
た
「
多
極
性
」
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
の
か
と

い
う
議
論
も
成
立
す
る
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
、
横
浜
北
部
方
面
、

特
に
田
園
都
市
沿
線
に
住
む
住
民
の

意
識
を
参
考
に
し
て
考
え
て
み
た

い
。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
こ
の

沿
線
居
住
者
の
回
答
結
果
を
見
る

と
、
他
の
沿
線
・
地
域
と
比
較
し
て
、

際
立
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
「
横
浜
に
魅
力
を
感

じ
な
い
」
と
答
え
た
層
が
一
三
・

九
％
と
最
も
多
く
、
「
港
を
身
近
に

感
じ
な
い
」
層
も
四
〇
・
六
％
と
多

い
。
ま
た
過
半
数
（
五
五
・
七
％
）

の
回
答
者
が
横
浜
を
「
住
宅
都
市
」

と
イ
メ
ー
ジ
し
、
「
国
際
都
市
」
。

　
「
港
湾
都
市
」
を
選
ん
だ
人
は
、
他

の
沿
線
・
地
域
と
比
較
し
て
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
横
浜
に
ふ

さ
わ
し
い
色
と
し
て
「
青
系
」
を
選

ん
だ
人
が
、
六
三
・
三
％
と
最
も
少

な
く
、
逆
に
「
緑
系
」
を
選
ん
だ
人

が
二
六
・
六
％
と
最
も
多
い
。

　
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
仮

説
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
ア
ン
チ
・

臨
海
都
心
部
」
と
も
言
え
る
田
園
都

市
沿
線
住
民
の
意
識
を
逆
に
活
か
す

こ
と
で
、
北
部
方
面
に
お
い
て
。

　
「
港
・
海
」
に
措
抗
す
る
よ
う
な
横

浜
の
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

新
幹
線
が
停
車
し
総
合
運
動
競
技
場

や
横
浜
ア
リ
ー
ナ
を
持
つ
新
横
浜
周

辺
は
、
人
と
情
報
の
「
港
」
と
位
置

づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
市
域
の

三
分
一
を
そ
の
流
域
に
収
め
、
北
部

を
貫
通
し
て
流
れ
る
鶴
見
川
は
、
こ

の
地
域
に
と
っ
て
「
海
」
に
匹
敵
す

る
だ
け
の
環
境
資
源
を
持
っ
て
い
る

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
「
横

浜
北
部
」
の
事
業
を
総
合
的
に
プ
ロ

モ
ー
ト
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
「
港

と
海
」
を
持
つ
都
市
横
浜
の
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
び
あ
か
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
回
の
調
査
で

市
民
の
認
知
度
が
低
か
っ
た
北
部
方

面
の
施
設
・
場
所
に
つ
い
て
も
、
地

域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
中
で
、

市
民
や
他
都
市
か
ら
の
観
光
客
に
総

合
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ま
た
、
臨
海
都
心
部
と
対
等
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
都
市
生
活
圏
を
築
い
て
い
く
道
筋

も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
　
な
お
本
調
査
に
つ
い
て
は
、
「
平

成
九
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査
」
と

し
て
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
詳
細
は
企
画
局
調
査
課
に
問

い
合
わ
せ
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
局
調
査
課
〉
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都
市
イ
メ
ー
ジ
の
一
極
集
中

　
以
上
の
調
査
結
果
か
ら
、
明
確
に

言
え
る
こ
と
は
、
横
浜
が
、
「
港
と
海
」

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
国
際
観
光
都

市
と
し
て
市
民
に
色
濃
く
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
横
浜

港
周
辺
を
中
心
と
す
る
臨
海
都
心
部

の
イ
メ
ー
ジ
が
、
全
市
域
を
覆
う

　
「
一
極
集
中
」
型
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
的
に
流
布
さ

れ
て
い
る
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
こ

の
街
で
生
活
す
る
市
民
も
ま
た
、
共

通
に
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
横
浜
の
都

市
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
市
に
と
っ
て
都

市
づ
く
り
大
き
な
資
産
に
な
る
と
共

に
、
新
た
な
方
向
性
や
戦
略
の
あ
り

か
た
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
産
と
し
て
考
え
れ
ば
、
多
く
の

横
浜
の
も
う
一
つ
の
港
と
海
を

考
え
る

　
し
か
し
、
一
方
で
、
横
浜
の
都
市

イ
メ
ー
ジ
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
「
港
・
横
浜
」
一

極
集
中
型
で
良
い
の
か
と
い
う
疑
問

も
生
じ
る
。

　
私
た
ち
は
、
三
百
三
十
万
人
と
い

う
人
口
の
多
さ
に
気
を
取
ら
れ
て
、

と
も
す
れ
ば
四
百
三
十
三
・
六
三
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
そ
の
市
域

の
広
大
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
横
浜

は
、
首
都
圏
で
も
屈
指
の
面
積
を
持

つ
都
市
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
地

域
に
よ
っ
て
、
土
地
の
形
状
や
、
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
も
違
え
ば
、
歴
史
や

産
業
の
あ
り
か
た
も
違
う
。
住
ん
で

る
住
民
層
の
生
活
意
識
も
異
な
っ
て

く
る
は
ず
だ
。
市
民
の
都
市
イ
メ
ー

調
査
＆
政
策
研
究
・
市
民
が
抱
く
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
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